
「幌延町における深地層研究に関「幌延町における深地層研究に関
～研究が三者協定に則り進～研究が三者協定に則り進

１　研究成果及び研究計画について
（１）令和４年度の研究成果及び令和５年度研究計画について

・令和４年度調査研究計画書のとおり３つの必須の課題について研究を行い成果を得ており、令和５年
度の研究計画どおり研究を開始し、遅れや新たな課題は生じていないこと。

（２）研究工程について
・地殻変動による人工バリアへの影響・回復挙動試験について、令和４年度までの研究で、この分野に

関して、所期の目標を達成できたこと。今後は、坑道スケール～ピットスケールでの調査・設計・評
価技術の体系化を実施する中で、これまで重要視していなかった現象や特性を考慮する必要が生じる
といった情報の不足などがあった場合に、研究期間の範囲内において追加の試験や解析を実施するこ
と。

（３）深度５００ｍまでの掘削について
・坑道掘削工事については、令和５年度に着工し、まず３５０ｍ調査坑道の拡張と深度５００ｍへの掘削に向

けた止水対策を行い、令和５年度は東立坑及び換気立坑の掘削を実施すること。
・令和５年８月９日付け「地下施設の施設整備工程の更新について」に伴う深度５００ｍ調査坑道掘削工事

の終了時期には変更はなく、令和７年度末までに全ての施設整備を完了する計画であり、研究計画へ
の影響は生じないこと。

・工事工程に裕度は付加されていないが、標準的な施工時間を積算し設定したものであること。地下施
設の整備はＰＦＩ事業により実施するが、機構においても工事監理を行うこととし、週間工程、月間
工程、年度進捗などによる進捗管理を行っていくこと。

・掘削予定範囲の岩盤条件や想定される湧水の状況は、これまでに行った調査ボーリングなどの結果が
設計に反映されており、工事の進捗に影響を及ぼすような硬い岩盤や地質性状などはないものと想定
していること。

・実際の施工において西立坑や５００ｍ調査坑道の掘削前に先行ボーリング調査を行い、湧水やガスの状況
を把握し、湧水抑制対策に反映することとしており、調査結果に応じて工事工程に変更が生じる場合
があること。

・掘削工事の工法は削岩機を用いた機械掘削とすることとし、工事に必要な機材及び作業員数について
も必要な量を確保していること。

・坑道掘削により発生する排水等は、これまでと同様に排水処理設備において排水基準以下に処理を行
うなど、環境保全対策を実施すること。

・排水処理設備の能力については、深度５００ｍの施設建設を想定した予測湧水量の算定結果に基づいて設
定されており、今後、深度５００ｍまでの掘削をした際にも充分な処理能力を有していること。

・各立坑を同時に掘削することも技術的には可能であるが、メタンガス発生時の作業員の避難など、安
全面を考慮し、立坑の掘削は原則２か所までとしていること。

２　幌延国際共同プロジェクトについて
（１）開始時期について

・幌延国際共同プロジェクト（以下「共同プロジェクト」という。）は、令和５年２月８日に協定が発効
したこと。また、協定書に基本合意した全ての機関が署名を完了したこと。

（２）研究内容とスケジュールについて

　町は、今年度、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」という。）から提出のあっ
た『幌延深地層研究計画 令和５年度調査研究計画』、及び『幌延深地層研究計画 令和４年度調査研究成
果報告』について、幌延町における深地層の研究に関する協定書（以下「三者協定」という。）第１４条
に基づき設置する「幌延深地層研究の確認会議」（以下「確認会議」という。）による内容確認結果を踏まえ、
三者協定に則り幌延深地層研究計画が進められていることについて確認し、その旨を原子力機構へ文書
により通知しました。
　幌延深地層研究計画の内容確認に当たっては、令和５年４月２５日から令和５年９月２８日まで、３
回にわたり確認会議を開催し、原子力機構に対し、構成員である北海道、幌延町、専門有識者から質疑
を行う形で確認を行いました。確認した事項の概要については、次のとおりです。

【確認会議で確認できた主な内容】
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